
コ
ロ
ナ
後
は「
温
故
知
新
」で

　

さ
て
皆
さ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
被
害
あ

り
ま
せ
ん
か
。
毎
日
の
生
活
が
窮
屈
で
す
。
文
化
活

動
も
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
各
団
体
の
皆
さ
ん
も

動
け
な
く
て
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
芸
文
協
も
、
令
和
二
年
度
は
そ
う
で
し
た
。

事
業
の
中
で
、
年
二
回
発
行
の
「
芸
文
協
だ
よ
り
」

は
、
四
月
一
回
だ
け
、「
会
報
」
の
発
行
も
見
送
り

ま
し
た
。
最
大
の
事
業
で
あ
る
「
文
化
祭
」
も
会
場

は
予
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
し
た
。

年
に
一
度
の
一
堂
に
会
し
て
行
う
発
表
会
で
す
か
ら
、

中
止
は
最
も
残
念
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
「
お
う
ち
時
間
」
を
使
っ
て
、

本
協
会
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。『
原
町

区
芸
術
文
化
協
会
史
』（
第
一
号
、
第
二
号
）
に
は
、

創
立
当
初
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
の
、
先
輩
方
の
汗

と
涙
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
以
降
の
歩
み
は
、
ま
だ
ま
と
め
て
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
期
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発

事
故
な
ど
が
起
こ
り
、
十
年
目
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
次
々

に
起
こ
り
ま
し
た
。
加
盟
団
体
数
も
減
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
先
輩
方
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み

て
、「
温
故
知
新
」
に
よ
っ
て
、
令
和
三
年
の
コ
ロ
ナ

後
の
道
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
以
降
を
ま
と
め
て
、
全
体
を
見
れ
ば
、

ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
熱
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 芸

文
協
会
長
　
杤
久
保

宗
伯

令和３年 ４月 第 78　号
原町区芸術文化協会
発行者　杤久保宗伯
小高区女場字八木平23
電話　０９０（４５５２）９１９０

事務局・連絡先
原町区小川町539－8
電話　0244（23）4678

　

こ
の
部
門
は
、
３
団
体
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、見
聞
を
広
め
作
品
を
つ
く
り
、

結
果
を
作
品
集
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
俳
句
連
盟
は
、
11
月
の
芸
文
協
文
化

祭
に
展
示
し
ま
す
。

◇
海
岸
線
同
人
会

　

・
役
員
改
選　

・
学
習
会

　

・『
海
岸
線
』の
刊
行

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

４
６
７
８

◇
南
相
馬
市
俳
句
連
盟

　

・
日
帰
り
吟
行
会　

５
、
6
月
頃　

相
双

地
区
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

句
会
に
は
、
け
や
き
・
土
筆
・
ま
ど
ゐ
・

も
の
の
芽
・
寒
梅
・
ひ
ょ
ん
の
木
な
ど

の
吟
社
が
あ
り
ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
８
３
５

◇
原
町
短
歌
会

　

�

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
活
動
を
休
止
し
て
い

ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
４
２
８

　

美
術
部
門
は
、
書
道
の
２
団
体
で
す
。
作

品
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
展
覧
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
鶴
林
書
道
会
は
、
毎
月
会
報
発
行
、
幽

美
会
の
書
展
は
県
芸
術
祭
の
参
加
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
鶴
林
書
道
会

　

・
月
例
会（
毎
月
第
１
火
曜
日
）

　

・
毎
月『
会
報
』発
行

　
　

書
道
に
興
味
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く
お

電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

２
４
９
０

◇
幽
美
会

　

・
学
習
会　

５
月
～
９
月

　
　

毎
月
１
回
第
２
月
曜
日　

10
時
～
15
時

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

創
作
室

　
　

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
実
施

　

・
第
16
回
幽
美
会
書
展
の
開
催

　
　

10
月
２
日
㈯　

９
時
30
分
～
17
時
30
分

　
　

10
月
３
日
㈰　

９
時
30
分
～
16
時

　
　

南
相
馬
市
民
文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

・
練
成
会
へ
の
参
加

　

・
市
、
県
美
展
へ
の
出
品
参
加
の
推
進

　

・
各
種
展
覧
会
へ
の
積
極
的
な
出
品
参
加

並
び
に
参
観

　

・
会
員
拡
大

　

・
交
流
会
及
び
懇
親
会
の
開
催

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
３
７
５

　

こ
の
部
門
は
８
団
体
、
最
多
で
多
彩
で
す
。

こ
の
う
ち
約
５
団
体
は
、
11
月
の
芸
文
協
文

化
祭
に
出
演
、
技
を
披
露
し
ま
す
。

　

楽
器
演
奏
は
３
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
サ
ウ
ン

ズ
は
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
ひ
ば
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
は

ハ
ー
モ
ニ
カ
、
野
馬
追
太
鼓
は
太
鼓
を
演
奏

し
ま
す
。
声
に
よ
る
演
奏
は
５
、
謡
曲
同
好

会
は
、
お
謡
い（
素
謡
・
仕
舞
）の
観
世
・
宝
生
・

喜
多
の
３
流
の
連
合
で
す
。
相
撲
甚
句
は
大

相
撲
の
部
屋
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る
歌
謡
で
す
。

合
唱
は
２
、
女
声
は
女
性
の
み
、
メ
ン
ネ
ル
・

コ
ー
ル
は
男
性
の
み
、
信
和
会
は
、
カ
ラ
オ

ケ
に
よ
り
歌
い
ま
す
。　

い
ず
れ
も
、
地
区

内
外
広
範
囲
の
活
動
が
特
色
で
す
。

◇
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
サ
ウ
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

・「
に
じ
を
つ
な
ぐ
…
友　

有　

悠
」

　
　

５
月　

道
の
駅「
南
相
馬
」

　

原
町
区
芸
術
文
化
協
会
と
申
し
ま
す
。
県
の
文
化

団
体
連
合
の
も
と
に
文
化
振
興
に
努
め
る
た
め
昭
和

三
〇
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
連
合
組
織
で
す
。
大
震
災

後
、
生
き
が
い
と
も
元
気
の
も
と
と
も
な
っ
て
い
る
、

各
団
体
の
新
年
度
の
活
動
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
に
悩
ま
さ
れ
つ
つ
、
ど
う
し
よ
う
と
す
る
か
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
な
ん
か
負
け
な
い
ぞ
！

　

・
音
楽
仲
間
の
つ
ど
い
３
rd

　
　

６
月　

南
相
馬
市
民
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

・
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　
　

９
月　

宮
城
県
仙
台
市

　
　

℡
０
９
０

－

８
７
８
８

－

７
６
２
９

◇
謡
曲
同
好
会（
原
町
宝
生
会
）

　

・
相
馬
宝
生
会
ゆ
か
た
会

　
　

７
月
18
日
㈰

　
　

原
町
・
相
馬
合
同

ご
自
由
に
ご
来
場
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
い

た
し
ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

２
６
０
３

◇
謡
曲
同
好
会（
観
世
流
励
諷
会
）

　

・
毎
週
土
曜
日
13
時
か
ら
素
謡
と
仕
舞
の

稽
古

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
観
桜
会　

素
謡
と
仕
舞

　
　

４
月
17
日
㈯　

13
時
か
ら

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
ゆ
か
た
会　

素
謡
と
仕
舞

　
　

８
月
８
日
㈰

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

◎
見
学
は
何
時
で
も
可
能
で
す

　
　

℡
０
９
０

－

４
３
１
８

－

０
８
７
２

◇
謡
曲
同
好
会（
原
町
喜
多
会
）

　

・
観
桜
会　

４
月　

原
町
区
内

　

・
仙
台
青
葉
能
を
鑑
賞　

５
月

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
７
７
２

【
芸
文
協
で
す
　
今
年
も
よ
ろ
し
く
】

文
芸
部
門

美
術
部
門

音
楽
部
門



◇
野
馬
追
相
撲
甚
句
会

　

・
各
種
イ
ベ
ン
ト（
招
請
に
よ
り
出
演
）

　

・
練
習
会　

毎
月
第
２
、
第
４
㈭

　
　

18
：
30
～　

高
平
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

※
練
習
会
見
学
は
い
つ
で
も
可
能
で
す

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

７
０
５
５

◇
原
町
女
声
合
唱
団

　

・
第
22
回
そ
う
ま
地
方
合
唱
を
楽
し
む
会

合
同
発
表
会

　
　

９
月
５
日
㈰　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
連
で
、
延

期
も
し
く
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

・
練
習
日　

毎
週
水
曜
日　

19
時
～

　
　

石
神
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

※
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　
　

指
導
者　

二
本
松　

義
公 

先
生

　
　

℡
０
２
４
４

－

３
６

－

５
８
９
６

◇
原
町
メ
ン
ネ
ル
・
コ
ー
ル

　

・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
１

　
　

開
催
日
等
詳
細
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
に
よ
り
ま
す
。

　

・
第
22
回
そ
う
ま
地
方
合
唱
を
楽
し
む
会

合
同
発
表
会

　
　

９
月
５
日
㈰　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
連
で
、
延

期
も
し
く
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

◦
日
　
時　

５
月
中
旬

◦
会
　
場　

相
馬
市
民
会
館

◦
主
　
催　

相
馬
三
流
派
同
好
会

　
　
　
　
　
（ 

原
町
宝
生
会
、
観
世
流
励

諷
会
、
原
町
喜
多
会
参
加
）

◦
入
場
料　

無
料

◇
日
本
舞
踊
・
歌
謡
舞
踊小

藤
流
、
同
晶
の
会

　

・
小
藤
流
本
部〝
春
の
お
ど
り
参
加
”

　
　

９
月

　
　

℡
０
８
０

－

１
８
１
８

－

３
３
８
９

（
小
藤
流
）

　
　

℡
０
８
０

－

６
０
２
２

－

３
３
９
４

（
晶
の
会
）

◇
静
山
流
詩
舞
亮
静
会
　

　

・
定
期
稽
古　

毎
週
月　

ひ
ば
り
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

　

・
施
設
慰
問

　

※
初
心
者
歓
迎
で
す
。
男
女
年
齢
問
わ
ず

　
　

練
習
風
景
見
学（
可
）

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
２
１
６

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
竜
優
季
会

　

�

歌
謡
舞
踊
を
習
得
し
、
発
表
会
や
施
設
慰

問
等
の
社
会
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
明
る

く
、
楽
し
い
豊
か
な
人
生
を
築
き
ま
し
ょ

う
。
稽
古
は
週
に
１
回
原
町
区
大
木
戸
の

稽
古
場「
修
道
館
」で
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
前
半
期
９
月
ま
で
の
発
表
会
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

４
月　

新
曲
振
付
け
発
表
会

　

６
月　

特
老
施
設
訪
問

　

８
月　

特
老
施
設
訪
問

　

９
月　

村
井
流
発
表
会（
相
馬
市
）

　
　
　
　

特
老
施
設
訪
問

　

・
稽
古
場

　
　

南
相
馬
市
原
町
区

　
　
　

大
木
戸
字
金
場
１
４
８　
「
修
道
館
」

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

６
７
１
１

◇
日
本
舞
踊
華
仙
流
　
鈴
寿
輔
会

　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
、
す
べ
て

の
行
事
を
中
止
に
し
て
お
り
ま
す
。
発
表

会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
い
た
し
ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

３
３
７
９

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
竜
美
香
会

　

�

上
半
期
の
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
弥
生
会

　

  

上
半
期
の
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

０
５
１
２

　

こ
の
部
門
は
、
日
本
伝
統
の
茶
・
華
道
の

ほ
か
、
山
草
栽
培
な
ど
生
活
に
関
わ
る
文
化

活
動
の
部
門
で
、
３
団
体
で
す
。

◇
原
町
区
華
道
連
合
会

◦
日
　
時 

６
月 

～ 

２
月

　
　
　
　

 

第
１
、３
土
曜
日

　

 

午
前
９
時
～
12
時

◦
会
　
場 

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◦
主
　
催 

原
町
区
華
道
連
合
会

◦
会
　
長 

　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
６
０
７

◦
日
　
時　

５
月
22
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

５
月
23
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

◦
会
　
場
南
相
馬
市
民
会
館（
ゆ
め
は
っ
と
）

　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
会
　
長

　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
６
０
７

ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
４
３
２

◇
相
馬
野
馬
追
太
鼓

　

・
相
馬
野
馬
追
二
日
目
本
祭

　
　

太
鼓
演
奏

　

・
太
鼓
練
習　

毎
週
月
・
木　

19
時

　
　

大
甕
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

興
味
の
あ
る
方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

℡
０
９
０

－

９
６
３
６

－

９
４
７
３

◇
全
日
本
演
歌
連
盟
　
原
町
信
和
会

　

・
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、
県
内
外
の
各
種
催

し
に
協
賛

　

・
入
会
者
３
名
募
集
中

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

０
０
４
８

◇
原
町
ひ
ば
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

　

�

ハ
ー
モ
ニ
カ
に
興
味
の
あ
る
方
入
会
大
歓

迎
。
懐
か
し
い
思
い
出
の
曲
等
短
期
間
で

演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。

　
　

℡
０
９
０

－

４
５
５
４

－
３
９
９
８

（
安
倍　

毅
）

　

こ
の
部
門
は
８
団
体
、
内
訳
は
洋
舞
１
・

日
本
舞
踊
７
で
す
が
、
日
本
舞
踊
の
中
を
見

る
と
、
日
本
舞
踊
・
新
日
本
舞
踊
・
詩
舞
と

多
彩
で
す
。

◇
横
山
慶
子
舞
踊
学
園
原
町
ス
タ
ジ
オ

　

・
東
北
支
部
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
講
習
会

　
　

８
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯　

盛
岡
市

　

・
東
北
支
部
現
代
舞
踊
合
同
公
演

　
　

９
月
19
㈰　

秋
田
市

　
　

℡
０
９
０

－

７
６
６
２

－

１
４
４
０

※
原
稿
が
印
刷
に
間
に
合
わ
な
い

団
体
・
会
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

の
情
報
に
よ
り
、
概
要
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

◇
大
日
本
茶
道
協
会
原
町
支
部

　

・
春
季
練
成
大
会　

６
月
予
定

　
　

原
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧
サ
ン
ラ

イ
フ
）

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
２
０
４

◇
原
町
山
草
会

　

 

上
半
期
の
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
０
４
８

　

こ
の
部
門
は
１
団
体
、
郷
土
な
ど
見
聞
し
ま
す
。

◇
は
ら
ま
ち
史
談
会

　

・
学
習
会

　

・『
報
徳
記
』学
習
、
南
相
馬
博
物
館
見
学

な
ど

　

・
相
馬
市
、
小
高
区
、
鹿
島
区
等
の
事
業

へ
の
参
加

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

４
６
７
８

（
事
務
局
）

舞
踊
部
門

生
活
文
化
部
門

研
究
部
門

相
馬
謡
曲
同
好
会

　
三
流
派
合
同
謡
曲
大
会

原
町
区
華
道
連
合
会

こ
ど
も
い
け
ば
な
教
室

設
立
50
周
年

第
27
回
諸
流
い
け
ば
な
展


